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  今回ご紹介した他にも調査相談（レファレンス）事例をホームページに多数ご紹介しています。 

【群馬県立図書館ホームページ＞調査相談＞調査相談事例・郷土人物データベース】 

お問い合わせ：群馬県立図書館 〒371-0017 前橋市日吉町 1丁目 9-1 電話：027-231-3008 

Question 
三島由紀夫が勤労動員で群馬県にいたことがあると聞きました。 

本当ですか？ 

Answer 

 
三島由紀夫は東京大学在学中の昭和 20（1945）年 1月 10日から１

カ月弱、勤労（学徒）動員で中島飛行機小泉製作所にいました。中島飛行

機とは、群馬が誇る飛行機王・中島知久平が大正 6（1917）年に創業し

た航空機メーカーです。小泉製作所は、戦火の拡大に伴い、海軍機専用工

場として当時の小泉町と大川村にわたる地（現在の群馬県邑楽郡大泉町）

に建設され、昭和 15（1940）年頃から稼働を始めました。 

三島は小泉製作所の調査課文書係（事務室内）に配属され、「調査課文

書係の机上にてしたゝめ申候」と書かれた書簡がいくつも見られます（自

伝的小説『仮面の告白』によると、虚弱な学生は事務に携わったそう）。

また、当時執筆していた『中世』について触れている書簡には、「日がな

一日何といふことなく過ぎ申候…、…書きかけの創作『中世』も事の外は

かどりて…」という記述が見られます。 

三島は中島飛行機小泉製作所以外にも沼津（静岡県）の海軍工廠や高座

（神奈川県）の海軍工廠に動員されましたが、高座工廠でも執筆していた

ようで、『私の遍歴時代』では「…警報が鳴るたびに…いつも書きかけの

原稿を抱へて、じめじめした防空壕の中へ逃げ込んだ。」という記述が見

られます。このことについて、三島の父・平岡梓は、「工廠の防空壕が立

派で、空襲になってこの防空壕の中に入ると、原稿が実によく書けるとの

ことで、…帰ってくるたびに「こんなに書けたよ」とその収穫を見せてく

れました。」と著書『倅・三島由紀夫』の中で語っています。ちなみに高

座工廠での仕事は、工廠で働いていた台湾人の少年たちの世話だったそう

ですよ。 
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